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◆ 12 月定例会のあらまし

◆一般質問

◆特集：海外視察研修レポート

◆ 3 月定例会の予定など
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物
価
高
対
策
と
し
て
村
民
一
人
当
た
り

物
価
高
対
策
と
し
て
村
民
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
１
万
円
の
応
援
券
を
配
布
決
定
！

　
　
　
　
　
１
万
円
の
応
援
券
を
配
布
決
定
！

12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし

　

令
和
７
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か

ら
12
月
18
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
質
問
の

内
容
は
Ｐ
４
～
Ｐ
９
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

そ
の
ほ
か
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や

六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
な
ど
議
案
26
件
、
報
告
１
件
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

国及び青森県の物価高対策を踏まえ、村での取組が説明されました。
また、議会最終日において、追加補正予算として計上され、審議の結果、
原案のとおり可決となり、下記事業を実施することが決定いたしました。
■全村民への支援
　全村民に対し、一人当たり１万円の応援券（商品券）を支給
　・対　象：全村民
　・支給額：一人当たり１万円分の応援券（商品券）
　・財　源：国の重点支援地方交付金＋村財源　
　・事業費：１万円× 9,820 人＝ 9,820 万円　（国財源：6,254 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／村財源：3,566 万円）
【六ヶ所村民応援券の内容】
　共通券（全加盟店）1,000円×３枚、専用券（大型店以外）1,000円×７枚
　利用期限：応援券到着後～令和８年４月 30日（木）まで
　配送方法：令和８年１月中旬から順次、各世帯主へ郵送にて送付

■子育て世帯への支援
　物価高対応子育て応援手当を支給
　・対　象：児童手当支給対象者を養育する父母等
　・支給額：こども一人当たり２万円
　・事業費：２万円× 1,210 人＝ 2,420 万円（国財源 2,420 万円）

■非課税世帯への支援
　灯油購入費助成金を支給
　・対　象：住民税非課税世帯
　・支給額：１世帯当たり７千円
　・事業費：７千円× 1,200 世帯＝ 840万円（村財源：540万円／県財源：300万円）

請願・陳情書審査結果

件 名 提 出 者 結 　 果

高額療養費の自己負担上限額の引き
上げをしないことを求める陳情

青森県社会保障推進協議会 
会長　大竹　進

産業福祉常任委員会付託後 
↓ 

採択
漁船の老朽化に伴う中古漁船への買
い替えに要する費用への助成を求め
る請願

六ヶ所村海水漁業協同組合 
代表理事組合長　鳥谷部　信一

産業福祉常任委員会付託後 
↓

採択
日本政府に核兵器禁止条約の調印・
批准を求める陳情

原水爆禁止青森県協議会 
会長代行　松島　明 議員配布

臓器移植に関わる不正な臓器取引や
移植目的の渡航等を防止し、国民が
知らずに犯罪に巻き込まれることを
防ぐための環境整備等を求める意見
書提出の陳情

一般社団法人 中国における
臓器移植を考える会　 
代表　丸山　治章

議員配布

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園

　
　
運
営
法
人
先
決
定
！

　
　
運
営
法
人
先
決
定
！

　

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
は
、
民
営
化
す
る
た
め
、

運
営
法
人
を
募
集
し
、
選
定
委
員
会
で
青
森
市

の
「
社
会
福
祉
法
人
共
愛
会
」
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
民
営
化
に
伴
い
職
員
の
身
分
な
ど
に

つ
い
て
は
、
職
員
説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は

　

・
１
～
２
年
間
は
村
職
員
を
配
置
し
、
適
切

　
　

に
経
過
を
把
握
す
る
体
制
を
作
る
べ
き
。

　

・
当
法
人
の
運
営
開
始
に
先
立
ち
、
議
会
で

　
　

園
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
を
賜
り

　
　

た
い
。

　

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

おぶちこども園民営化後の経費について（令和７年 10 月末時点）
単位：千円

村運営経費 
（令和６年度決算）

法人運営経費 
（令和８年度予定） 比 較

（支出）年間経費 260,860 300,941 40,081 

収

入

国 ・ 県 補 助 金 1,888 116,422 114,534 

そ の 他 収 入 244 10,203 9,959 

村 の 負 担 額 258,728 180,260 △ 78,468 

合 計 額 260,860 306,885 46,025 
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一般質問とは？一般質問とは？
※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、
報告や説明を求めたり、質問すること。報告や説明を求めたり、質問すること。

村政を問う村政を問う
　『一般質問』　『一般質問』

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

１２月定例会では、５人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
一般質問の詳細や、再質問、掲載されていないものについては、ＨＰより議事録をご確認くだ
さい。※本定例会は、村長が病気療養中のため、副村長が代理として答弁しました。

議員（質問順） 件　　　　　名

滝
たきぐち

口　榮
えいいち

一　議員 　 村道等の整備計画について

髙
た か だ

田　翔
しょう

　議員

１. 農林水産課の農林業振興課・水産業振興課へ編成すること
及び担当業務の振り分けについて

２. 上下水道課の職員増員と有資格者の採用について

３. 六ヶ所村のＬＩＮＥによる情報提供の改善について

附
つ く だ

田　角
かくえい

栄　議員
１. 村内道路の現状と対策について

２. 公営住宅家賃の所得制限と家賃上限見直しについて

寺
てらした

下　和
かずみつ

光　議員

１. 放課後教室の利用状況について

２. 尾駮小学校敷地内への児童館建設について

３. 物価高騰対策について

４. むつ小川原港の整備促進について

髙
たかはし

橋　文
ふ み お

雄　議員
１. 私道（生活道路）の整備について

２. ふるさと納税の赤字解消策について

問
村
道
に
は
、
対
面
通
行

で
き
な
い
狭
あ
い
道
路

が
多
く
見
ら
れ
、
特
に
狭
あ

い
道
路
が
多
い
泊
地
区
は
、

緊
急
車
両
は
お
ろ
か
一
般
車

両
で
さ
え
ス
ム
ー
ズ
に
通
行

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
歩

道
も
な
く
、
災
害
時
に
は
、

徒
歩
で
避
難
し
て
き
た
人
と

の
接
触
や
冬
季
間
は
さ
ら
に

道
路
が
狭
く
な
り
、
通
行
が

困
難
と
な
る
。

　
　
道
路
の
拡
幅
は
、
災
害
時

に
お
い
て
、
避
難
の
遅
れ
や

事
故
な
ど
二
次
災
害
が
発
生

し
な
い
た
め
に
も
、
非
常
に

重
要
な
対
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
そ
こ
で
、
下
記
の
と
お
り

所
信
を
伺
う
。

問
今
後
の
村
道
の
整
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
村
道
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
交
通
安
全
対

策
と
し
て
交
差
点
改
良
や
歩

道
整
備
、
ま
た
、
災
害
の
円

滑
な
住
民
避
難
を
目
的
と
し

た
避
難
道
路
の
整
備
な
ど
を

計
画
的
に
実
施
し
て
き
た
。

　
　
ま
た
、
舗
装
補
修
に
つ
い

て
は
、
本
年
７
月
に
策
定
し

た
「
六
ヶ
所
村
舗
装
維
持
管

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
村
が

管
理
す
る
路
線
に
つ
い
て
、

舗
装
状
況
や
路
線
の
重
要
度

を
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を
付

け
た
上
で
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
率
的
に
維
持
補
修

を
行
っ
て
い
る
。

問
既
存
の
狭
あ
い
道
路

（
生
活
道
路
）
の
拡
幅

等
の
計
画
は
あ
る
か
。

滝
た き ぐ ち

口　榮
え い い ち

一 議員

答
村
道
で
幅
員
が
４
メ
ー

ト
ル
未
満
の
狭
あ
い
区

間
を
含
む
路
線
は
18
路
線
あ

り
、
泊
地
区
に
は
泊
・
六
角

線
を
は
じ
め
、
７
路
線
あ
る

状
況
で
あ
る
。

　
　
既
存
の
狭
あ
い
道
路
に
つ

い
て
は
、
古
く
か
ら
の
道
路

沿
線
に
多
く
の
住
家
が
あ

り
、
地
形
的
に
も
拡
幅
が
困

難
な
箇
所
が
多
数
あ
る
こ
と

に
加
え
、
隣
接
地
権
者
の
理

解
や
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
拡

幅
整
備
が
困
難
な
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
泊
町
内

会
等
か
ら
要
望
を
受
け
、
待

避
所
の
設
置
や
、冬
期
間
は
、

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ

る
融
雪
や
除
雪
車
両
の
貸
与

な
ど
、
可
能
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

　
　
引
き
続
き
、
狭
あ
い
村
道

に
つ
い
て
は
、
町
内
会
等
の

ご
意
見
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
課
題
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

狭あい道路（生活道路）の拡幅等の計画はあるか
道路沿線に多くの住家があることや、隣接地権者
の理解を得ることができず、拡幅整備が困難な状
況であったことから、待避所設置や除雪車両の貸
与など、可能な対策を講じている　　―　副村長

泊地区六角の狭あい道路泊地区六角の狭あい道路 泊地区大乗寺付近の狭あい道路泊地区大乗寺付近の狭あい道路
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

農林水産課の農林業振興課・水産業振興課へ
編成すること及び担当業務の振り分けについて
村の行政組織の見直しは、新庁舎を見据え業務の
効率化や第一次産業支援を含め、行政運営とサー
ビス向上を目指して進めている　　　―　副村長

問
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
よ
る
飼
料
・
農

薬
・
肥
料
の
高
騰
や
コ
メ
価

格
上
昇
な
ど
、
第
一
次
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に

変
化
し
て
お
り
、
本
村
で
も

長
芋
や
畜
産
、
漁
業
に
影
響

が
出
て
い
る
。　
　

　
　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
農
林
水

産
課
を
「
農
林
業
振
興
課
」

「
水
産
業
振
興
課
」
に
編
成

し
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人

材
の
採
用
や
教
育
、
獣
害
対

応
の
農
業
所
管
へ
の
移
管
な

ど
を
含
め
た
支
援
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
、
村
長
の
所
信

を
伺
う
。　

答
村
の
行
政
組
織
の
見
直

し
は
、「
六
ヶ
所
村
行

政
改
革
推
進
本
部
会
議
」
に

お
い
て
、
新
庁
舎
で
の
執
行

を
見
据
え
、
社
会
経
済
環
境

の
変
化
や
高
度
化
す
る
行
政

課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る

組
織
・
執
行
体
制
の
確
立
を

目
指
し
て
進
め
ら
れ
る
。

　
　
業
務
の
適
正
化
や
Ｄ
Ｘ
の

推
進
な
ど
事
務
事
業
の
合
理

化
を
進
め
る
共
に
、
第
一
次

産
業
支
援
や
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
獣
害
対
応
を
含
む

農
林
水
産
課
の
重
要
業
務
に

対
し
て
適
切
な
職
員
配
置
に

努
め
、
効
率
的
で
簡
素
な
行

政
運
営
と
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
態
勢
の
構
築
を

進
め
て
い
る
。

髙
た か だ

田　翔
しょう

 議員

問
現
在
、
村
民
か
ら
の
通

報
は
主
に
電
話
や
来
庁

で
受
け
付
け
て
い
る
た
め
、

場
所
特
定
の
齟
齬
な
ど
に
よ

り
誤
っ
た
情
報
発
信
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
写
真
や
位
置
情
報
を
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
直
接
送
信
で
き
る

仕
組
み
を
導
入
し
、
正
確
か

つ
迅
速
な
情
報
把
握
と
周
知

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
村
で
は
現
在
、
ク
マ
・

イ
ノ
シ
シ
等
の
目
撃
や

道
路
陥
没
、
漏
水
等
の
通
報

に
つ
い
て
は
、
主
に
電
話
で

受
け
付
け
て
お
り
、
各
担
当

課
の
職
員
が
通
報
を
受
け
、

速
や
か
に
現
場
確
認
を
行
う

な
ど
状
況
の
把
握
に
努
め
て

い
る
ほ
か
、
内
容
に
よ
っ
て

村
民
へ
迅
速
な
注
意
喚
起
等

広
報
が
必
要
な
場
合
に
は
、

防
災
行
政
用
無
線
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
で
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
電
話
で

の
通
報
は
迅
速
で
は
あ
る
も

の
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
詳

細
な
場
所
等
の
特
定
が
難
し

く
、
現
場
確
認
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
と
の
報
告
も
受
け

て
い
る
。

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
介
し
た
現
地

の
写
真
・
位
置
情
報
の
入
力

に
よ
る
村
民
等
か
ら
の
情
報

提
供
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題

解
決
に
も
資
す
る
こ
と
か

ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連
携
可
能
な

ア
プ
リ
の
導
入
検
討
を
含
め

た
情
報
収
集
、
広
報
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

附
つ く だ

田　角
か く え い

栄 議員

問
日
本
原
燃
関
連
車
両
増

加
へ
の
対
策
と
し
て
、

過
去
２
年
間
に
県
が
交
通
量

調
査
を
実
施
し
た
か
、
ま
た

そ
の
結
果
に
基
づ
く
具
体
的

な
道
路
整
備
や
信
号
対
策
に

つ
い
て
は
、
示
さ
れ
た
か
。

答
県
は
、
令
和
５・
７
年

度
に
交
通
量
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

令
和
６
年
度
に
倉
内
地
区
交

差
点
の
改
良
を
行
っ
た
が
、

平
沼
地
区
か
ら
三
沢
市
砂
森

地
区
ま
で
の
渋
滞
は
依
然
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
今
後
は
、
倉
内
地
区
２
か

所
の
信
号
調
整
に
よ
る
緩
和

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

問
高
瀬
橋
・
鷹
架
橋
・
平

橋
に
つ
い
て
の
拡
幅
要

望
に
対
し
、
県
は
健
全
と
回

答
し
て
い
る
が
、
令
和
５
・

６
年
度
の
橋
梁
点
検
で
健
全

度
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

答
各
橋
梁
の
点
検
は
実

施
・
予
定
さ
れ
て
お
り
、

鷹
架
橋
で
は
健
全
と
の
変
化

に
伴
い
補
修
対
応
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
県
に

拡
幅
予
定
は
な
い
。

　
　
高
瀬
橋
と
鷹
架
橋
は
計
画

上
拡
幅
が
困
難
で
あ
る
一

方
、
平
橋
に
つ
い
て
は
通
行

困
難
や
配
水
面
の
課
題
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
拡
幅
を
要

望
し
て
い
く
。

県管理道路について、交通量増加による損傷や安
全面の課題が残る中、エネルギー関連施設を支え
る重要インフラとしての村の見解及び県の対応は
本村を通る国道・県道は防災上重要な路線である
ため、今後も関係市町村と連携し、継続して要望
していく　　　　　　　　　　　　　―　副村長

村
民
か
ら
の
通
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
把
握
・
発
信
す

る
た
め
、
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
仕
組
み
を
改
善
す
る
考

え
は
な
い
か

今
後
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
写
真
や
位
置
情
報
を
発
信
で
き

る
仕
組
み
の
導
入
を
含
め
、
情
報
収
集
と
広
報
の
充
実

に
努
め
て
い
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―　
副
村
長

公営第二尾駮レイクタウン団地公営第二尾駮レイクタウン団地

問
公
営
住
宅
入
居
者
の
家

賃
増
加
の
実
態
に
つ
い

て
、
上
昇
し
た
世
帯
数
、
要

因
、
入
居
者
か
ら
の
相
談
件

数
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
村
内
の
公
営
住
宅
168
戸

は
、
入
居
者
の
収
入
や

住
宅
の
所
在
地
域
・
規
模
・

築
年
数
な
ど
に
応
じ
て
家
賃

を
算
出
し
て
お
り
、
今
年
度

は
29
世
帯
で
家
賃
が
上
昇
し

た
。
内
訳
は
、
住
宅
改
修
に

よ
る
資
産
価
値
上
昇
で
７
世

帯
千
円
程
度
、
世
帯
所
得
増

加
で
15
世
帯
が
約
５
千
円
、

収
入
超
過
に
よ
る
割
増
で
７

世
帯
が
約
１
万
３
千
円
上
昇

し
た
が
、
家
賃
上
昇
に
関
す

る
入
居
者
の
相
談
は
な
か
っ

た
。

問
入
居
者
の
生
活
安
定
を

図
る
た
め
、
村
と
し
て

家
賃
負
担
軽
減
に
向
け
た
独

自
支
援
策
の
検
討
や
国
・
県

へ
の
制
度
改
正
に
係
る
要
望

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
公
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
住
宅
に
困
窮
す
る

低
所
得
者
の
方
を
入
居
対
象

と
し
て
お
り
、
そ
の
家
賃
は

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
家
賃
の

増
額
緩
和
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
い
な

い
。

　
　
ま
た
、
国
・
県
に
お
け
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
の
動
向

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お

い
て
改
正
等
の
見
込
は
な
い

と
の
こ
と
。

村の公式ＬＩＮＥ村の公式ＬＩＮＥ

公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
村
と
し
て
家
賃
負
担
軽
減
に
向

け
た
独
自
支
援
策
の
検
討
や
国
・
県
へ
の
制
度
改
正
に

係
る
要
望
を
行
う
考
え
は
な
い
か

公
営
住
宅
の
家
賃
は
法
に
基
づ
き
民
間
よ
り
安
価
な
た

め
、
現
時
点
で
は
独
自
の
支
援
策
や
制
度
改
正
は
検
討

し
て
い
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―　
副
村
長
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

尾駮小学校のグラウンド全面改修工事に併せ、本
村初となる児童館を尾駮小学校に整備する考えは
ないか　※児童館とは…

全面改修工事の実施設計はすでに発注済みで、本
年度末に完了予定であり、グラウンド回収と同時
の整備は困難である　　　　　　　　―　副村長

問
尾
駮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
全
面
改
修
に
当
た

り
、
旧
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚

園
の
放
課
後
教
室
の
駐
車
場

等
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
修
工
事
に
併
せ
て
村

内
初
の
「
児
童
館
」
を
グ
ラ

ウ
ン
ド
西
側
に
整
備
し
、
放

課
後
教
室
も
併
せ
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
費
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎

費
の
削
減
と
利
便
性
向
上
が

見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
「
児
童
館
」
は
18
歳
未

満
の
児
童
を
対
象
に
、

健
全
な
遊
び
や
情
操
の
育
成

を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ

り
、
併
設
す
る
場
合
は
、
専

用
活
動
室
の
設
置
や
児
童
厚

生
員
の
配
置
、
安
全
管
理
な

ど
の
基
準
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
。　
　

　
　
ま
た
、
尾
駮
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
回
収
は
実
施
設
計
済

み
で
本
年
度
末
完
了
予
定
の

た
め
、
回
収
と
同
時
の
整
備

は
困
難
で
あ
る
。
放
課
後
教

室
の
送
迎
や
駐
車
場
の
課
題

は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

課
題
整
理
を
検
討
し
つ
つ
、

当
面
は
既
存
施
設
を
活
用
す

る
。

寺
て ら し た

下　和
かずみつ

光 議員

問
主
食
の
米
を
は
じ
め
物

価
高
騰
が
続
く
中
で
、

今
年
度
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
国
の
物
価
高
対
策
の
動

き
と
相
反
す
る
と
考
え
る
。

　
　
村
の
財
政
状
況
は
理
解
し

ま
す
が
、
村
民
の
生
活
支
援

を
最
優
先
と
し
、
国
の
施
策

と
は
別
に
、
本
村
と
し
て
も

村
民
一
人
ひ
と
り
に
対
し
商

品
券
を
無
償
交
付
し
、
生
活

支
援
と
商
業
活
性
化
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

答
物
価
高
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
、
負

担
軽
減
の
た
め
、
全
村
民
に

一
人
当
た
り
１
万
円
分
の
商

品
券
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
、手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

※　
Ｐ
２
に
詳
細
あ
り

髙
たかは し

橋　文
ふ み お

雄 議員

問
当
該
道
路
は
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
有
益
な
道

路
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
当
初
、
町
内
会
で
は
拡
幅

と
村
道
認
定
を
要
望
し
て
き

た
が
、
実
現
は
な
ら
ず
現
状

で
の
舗
装
工
事
の
み
を
実
施

し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
　

当
該
道
路
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
は
、
除
排
雪
を
実
施

し
な
い
た
め
、
閉
鎖
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
・

利
用
者
の
た
め
に
除
排
雪
を

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。　

答
村
が
実
施
す
る
除
排
雪

は
村
道
を
対
象
と
し
て

お
り
、
私
道
（
生
活
道
路
）

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
、

現
道
幅
員
で
の
簡
易
的
な
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
す
る
ほ

か
、
村
が
除
排
雪
し
な
い
こ

と
、
用
地
買
収
を
し
な
い
こ

と
及
び
側
溝
を
整
備
し
な
い

こ
と
等
を
要
件
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
除
排
雪

に
つ
い
て
も
、
村
で
実
施
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
安
全
性
、
利
便
性
を
、

考
慮
し
た
時
に
道
路
の

拡
幅
を
含
め
道
路
整
備
を
急

ぐ
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

老部川地区の国道338号から国道338号バイパ
スに繋がる私道（生活道路）の整備については
共有地における所有者の所在の把握が困難であ
り、現時点では、整備が困難である　―　副村長

むつ小川原港湾むつ小川原港湾

当該道路の位置図当該道路の位置図

答
集
落
北
側
の
道
路
整
備

は
、
共
有
地
に
お
け
る

所
有
者
の
所
在
の
把
握

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
は
整
備
が
困

難
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

実
質
的
収
支
の
実
情
が

赤
字
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
県
内
36
市
町
村
は

黒
字
で
あ
り
、
今
後
の
赤
字

解
消
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
計
画
が
あ
る
の
か
具
体
的

に
示
せ
。

答
村
で
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
つ

つ
、「
ふ
る
さ
と
納
税
促
進

事
業
」
を
進
め
、
左
記
の
よ

う
に
な
っ
た
。
引
き
続
き
、

返
礼
品
の
発
掘
並
び
に
返
礼

品
事
業
者
の
増
加
、
さ
ら
に

は
、
商
品
力
の
向
上
、
広
報

の
強
化
等
に
鋭
意
取
り
組

む
。

ふるさと納税の
赤字解消策について
新規返礼品の発掘並びに
返礼品事業者の増加、さ
らには、商品力の向上、
広報の強化等に鋭意取り
組む　　　　―　副村長

18歳未満のこどもを対象に、安心して遊び、学び、交流できる
公共の施設

物
価
高
騰
が
続
く
中
で
、
村
民
の
生
活
支
援
と
商
業
活

性
化
の
た
め
、
村
民
へ
商
品
券
を
無
償
で
配
布
す
る
考

え
は
な
い
か

物
価
高
対
策
と
し
て
、
全
村
民
に
一
人
当
た
り
１
万
円

分
の
商
品
券
を
支
給
す
る　
　
　
　
　
　
―　
副
村
長

原子燃料サイクル関連で港湾利用がひっ迫する
中、核融合を含む成長産業の立地推進のため、青
森県の理解を得てC岸壁の拡張整備を進めるよ
う国へ強く求めるべきと考えるがいかかが
高セキュリティー貨物対応や洋上風力事業、核融
合原型炉誘致に伴う重量物搬入等により将来的な
港湾運用への支障が懸念されることから、むつ小
川原地域の発展に不可欠な港湾機能強化として県
及び国に対して強く要望する―　副村長

令和４年度末 令和7年11月末

事業者 ６事業者 18 事業者

返礼品数 12 品 139 品

ポータルサイト 1 社 ４社

寄付数 約 800 件 約 2,100 件

寄付額 約 1,100 万円 2,800 万円

ふるさと納税　推移表ふるさと納税　推移表

Ｃ岸壁

むつ小川原港
（国土交通省　東北地方整備局
八戸港湾・空港整備事務所　提供）

出戸方面

当該道路

猿小沢住宅

尾駮方面
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令和７年度六ヶ所村議会議員海外視察研修

特集：海外視察研修レポート特集：海外視察研修レポート

ITER 建設サイトの様子ITER建設サイトの様子

マルクール地域情報委員会との意見交換の様子マルクール地域情報委員会との意見交換の様子

マルクール地域情報委員会との意見交換後にマルクール地域情報委員会との意見交換後に

特集：海外視察研修レポート特集：海外視察研修レポート

世界のエネルギーの最前線を視察
　令和７年９月 22日から 10月２日まで、フランス及びイギリスの先進地を訪問しました。原
子力及びフュージョンエネルギー関連施設の視察、関係者との意見交換並びに自治体国際交流の
前線拠点の訪問を通じ、現地で直接顔を合わせて対話を重ねなければ得られない多くの知見を得
ました。これらの成果を踏まえ、今後の議会活動に生かしてまいります。

　

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
操
業
開

始
が
間
近
に
控
え
る
一
方
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
い
て
は
「
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
」
に
お
い
て
、
世
界
に
先
駆
け
二
〇
三
〇

年
代
の
発
電
実
証
と
産
学
官
の
連
携
強
化
を

目
指
す
こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ
、
新
た
な
展

開
の
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
議
会
で
は
、

原
子
力
及
び
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
に
お
け
る
先
進
国
の
最
新
の
動
向
、
安
全

対
策
、
廃
止
措
置
の
状
況
を
実
地
に
お
い
て

直
接
に
把
握
し
、
地
域
社
会
へ
の
影
響
や
国

際
的
動
向
を
的
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
及
び

イ
ギ
リ
ス
の
関
連
施
設
等
の
視
察
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、
我
が
国

の
地
方
自
治
体
が
欧
州
に
お
け
る
国
際
的
視

野
を
広
げ
る
取
組
や
活
動
を
深
く
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
両
国
に
お
け
る
自
治
体
国

際
交
流
の
前
線
拠
点
も
訪
問
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ま
ず
一
般
財
団

法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
パ
リ
事
務
所
を
訪

問
し
、
自
治
体
国
際
交
流
の
実
情
や
意
義
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
在
フ
ラ

ン
ス
日
本
国
大
使
館
の
職
員
か
ら
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
原
子
力
政
策
や
同
国
の
「
原
子
力

の
透
明
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く
地
域
情
報
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
も

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
建
設
サ

イ
ト
及
び
フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
研
究
所
で
は
、
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
際
的
な
枠
組
み
や

建
設
状
況
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
の
進
捗
を
現
地
で
確
認
し
、
こ
れ
ら
の
取

組
の
最
前
線
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ベ

ス
Ⅱ
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
で
は
、
世
界
最
大
級

の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
の
一
端
を
視
察
し
、
そ

の
高
度
な
運
用
の
実
際
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
を
得
た
こ
と
は
、
大
い
な
る
知
見
と
深
い

理
解
を
得
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

マ
ル
ク
ー
ル
地
域
情
報
委
員
会
と
の
意
見
交

換
で
は
、
議
会
や
利
害
関
係
者
の
主
体
的
な

関
与
、
原
子
力
施
設
と
地
域
社
会
の
共
生
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
中
で
、
同

じ
志
を
も
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
同
志
と
し

て
の
絆
と
信
頼
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
を
共
有
す
る
か
の
よ
う
に
、

さ
っ
そ
く
私
ど
も
の
訪
問
の
様
子
を
同
委
員

会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
掲
載
い

た
だ
き
、
深
い
感
慨
を
覚
え
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
原
子

力
廃
止
措
置
機
関
に
よ
り
廃
止
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
プ

再
処
理
工
場
の
視
察
、
西
カ
ン
ブ
リ
ア
地

方
サ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
グ
ル
ー

プ
及
び
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
地
方
議
会
と
の

意
見
交
換
を
通
じ
、
廃
止
措
置
の
長
期
的

視
点
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に

は
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
ロ

ン
ド
ン
事
務
所
を
訪
問
し
、
イ
ギ
リ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
欧
州
の
自
治
体
国
際
交
流

の
動
向
、
さ
ら
に
は
本
村
の
友
好
都
市
で

あ
る
ド
イ
ツ
・
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
を
含
む
地

域
の
国
際
的
連
携
状
況
に
つ
い
て
教
示
を

受
け
ま
し
た
。
加
え
て
、
同
事
務
所
の
運

営
は
、
我
が
国
の
地
方
自
治
体
職
員
を
中

心
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
訪

問
団
員
の
多
く
が
、
派
遣
の
仕
組
み
や
派

遣
職
員
の
処
遇
等
に
つ
い
て
熱
心
に
確
認

し
、
今
後
の
本
村
に
お
け
る
人
材
育
成
の

方
策
を
検
討
す
る
際
の
一
つ
の
参
考
と
し

て
大
い
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
視
察
研
修
は
多
く
の

訪
問
先
を
巡
る
充
実
し
た
日
程
の
も
と
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
通
信
技
術
が
発
展
し
、
容
易
に
多

様
な
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

今
日
に
お
い
て
も
、
実
際
に
現
地
を
訪
問

し
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
や
現
場
の
状

況
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
知
見
は
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
し

た
。
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
ク
ー

ル
地
域
情
報
委
員
会
並
び
に
イ
ギ
リ
ス
の

西
カ
ン
ブ
リ
ア
地
方
サ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
及
び
カ
ン
バ
ー
ラ
ン

ド
地
方
議
会
と
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
議

会
が
主
体
的
に
原
子
力
行
政
に
関
わ
る
仕

組
み
の
実
態
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
原
子
力
施
設
へ
の
地
元
議

会
の
関
与
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
極
め

て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、こ
の
成
果
を
十
分
に
生
か
し
、

議
会
と
し
て
本
村
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
や
地
域
振
興
施
策
の
あ
り
方
を
よ
り

深
く
議
論
し
、
実
効
性
の
あ
る
提
言
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
視
察
研
修

を
通
じ
て
得
た
知
見
を
共
有
し
、
村
民
の

皆
様
と
課
題
や
方
向
性
を
と
も
に
考
え
な

が
ら
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

責
任
あ
る
議
会
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

ITER 建設サイトにてITER建設サイトにて

ジョルジュ・ベスⅡウラン濃縮工場にてジョルジュ・ベスⅡウラン濃縮工場にて

セラフィールド周辺関係者との意見交換の様子セラフィールド周辺関係者との意見交換の様子

自治体国際化協会パリ事務所訪問の様子自治体国際化協会パリ事務所訪問の様子

セラフィールド再処理工場視察の様子セラフィールド再処理工場視察の様子

自治体国際化協会ロンドン事務所訪問の様子自治体国際化協会ロンドン事務所訪問の様子
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

…
…
編
集
後
記
…
…

　
議
会
だ
よ
り
第
75
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。 

　
今
年
は
、
村
内
の
積
雪
深
が
100

㎝
を
超
え
る
豪
雪
と
な
り
、
村
内

で
は
除
雪
作
業
や
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
本
村
に
お
い

て
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
々
の
除
雪
作
業
等
に
大
変

な
ご
苦
労
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
日
差
し
に
温
か
さ
が

感
じ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
皆
様
も
も
う
す
ぐ
訪
れ
る
春
を

楽
し
み
に
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
、
春
の
光
が
村
全
体
に
明
る
い

笑
顔
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

髙　
田　
　
　
翔

丹　
波　
芳　
弘

髙　
橋　
文　
雄

橋　
本　
　
　
竜

滝　
口　
榮　
一

令和８年第１回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ３月９日（月） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託、特別委員会※

第２日目 ３月10日（火） 休 　 　  　 会

第３日目 ３月11日（水） 休 　 　  　 会 常任委員会※

第４日目 ３月12日（木） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ３月13日（金） 休 　  　 　 会

第６日目 ３月14日（土） 休  日  休  会

第７日目 ３月15日（日） 休  日  休  会

第８日目 ３月16日（月） 本会議（午前 10 時） 議　案　審　議

第９日目 ３月17日（火） 本会議（午前 10 時） 議案審議、委員長報告、閉会

※　各委員会の開催時間等は、決まり次第 HP でお知らせいたします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。12 月定例会の傍聴人は 38 人でした。あなたも議会を傍聴し
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

産業福祉常任委員会を開催
　産業福祉常任委員会は、去る12月 16日に会議を開催し、請願1件陳情1件を審議し、報告１件に
ついて説明を受けました。※２件の請願、陳情については、３ページに記載あり
　報告案件の「マツカワのへい死について」は、マツカワが８月にへい死した原因として、酸欠の可能性
が高いとの調査結果を踏まえ、今後の改善策について説明を受けました。また、先進事業の実例等を参考
とし、マツカワの生態について知見を蓄え、次年度に向けて取り組んで参りたいとのことでした。
　※マツカワとは・・・泊漁業協同組合にて養殖している魚種（別名マツカワガレイ）を指す。

［委員意見］
　今後もマツカワの養殖事業を継続するのであれば、県等から養殖事業に係る専門的知見を有する人材の
派遣を受けるなどし、飼育技術の向上及び飼育体制の再検討に取り組むべきである。


